
平成19年 8月 1日  恵み野北町内会

第47号

第
十
六
回
親

懇
親
〈
〓戚筍

北
町
内
会
は
、
七
月
十
五
日

（日
）
会
員
相
互
の

親
睦
と
融
和
を
目
的
と
し
た
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
に
は
約
八
〇
〇
名
の
会
員
が
参
加
し

て
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

開
催
に
当
た
り
四
月
末
か
ら
親
睦
懇
親
会
の
為
の

諸
準
備

・
計
画
な
ど
町
内
会
役
員
が
中
心
と
な
っ
て

本
行
事
を
執
り
行
い
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
た

こ
と
を
心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。

当
日
は
、　
一
番
心
配
し
て
い
た
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

来
賓
の
皆
様
の
出
席
を
頂
き
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で

集
ま
り
各
種
ゲ
ー
ム
を
楽
し
く
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

今
回
初
め
て

「
ミ
ニ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
」
を
行
い
、

ク
ラ
ブ
を
握
り
、
空
振
り
す
る
人
、
ま
た
ベ
テ
ラ
ン

の
人
は
ピ
ン
の
そ
ば
数
十
セ
ン
チ
ま
で
打
つ
人
な
ど

ベ
テ
ラ
ン
ま
で
談
笑
の
な
か
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
　
　
　
　
ごヽ

最
後
に
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
運
不
運
も
あ
り
、

上
位
賞
品
を
狙

っ
て
い
て
も
な
か
な
か
思
う
よ
う
な

数
字
が
揃
わ
ず
た
め
息
と
歓
声
が
交
錯
す
る
中
で
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

本
親
睦
懇
親
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
関
係
協
賛
団

体
様
の
ご
支
援
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

に
終
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女
性
部
研

七
月
三
日

（火
）
五
十
三
名
が
参
加
し
て
、
恒
例
の
研
修
旅
行
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

島
松
沢
に
あ
る
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
、
職
員
の

方
に
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
説
明
に
笑
い
を
誘
わ
れ
、
ビ
ン

・
缶

・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
が
人
手
で
分
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
分
別
の
早
さ
に
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
由
仁
ガ
ー
デ
ン
に
て
昼
食
を
と
り
、
園
内

で
摘
ま
れ
た
草
花
で
フ
ラ
ワ
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
使

用
し
た
材
料
は
同
じ
な
の
に
で
き
あ
が
り
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
出

て
少
し
づ
つ
違
う
の
も
楽
し
い
発
見
で
し
た
。
時
折
小
雨
の
パ
ラ
つ

く
生
憎
の
天
気
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
笑
顔
で
楽
し
く
時
を
過
ご
し
、

マ
オ
イ
の
道
の
駅
で
夕
食
の
野
菜
等
を
買
い
求
め
、
主
婦
の
顔
に
戻
っ

て
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

町
内
会
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
ょ
。

文
化
厚
生
部
で
は
第
六
回
恵
み
野
町
内
会
作
品
展
を
十
月
上
旬

（実

施
日
検
討
中
）
に
開
催
し
ま
す
。

絵
画

・
書

・
写
真

。
陶
芸

。
刺
繍

・
人
形

・
等
々
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い

ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
作
品
を
是
非
出
品
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

開
催
日
、
出
品
発
領
等
細
部
に
つ
い
て
は
後
日
回
覧
に
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
が
、
今
か
ら
出
展
に
向
け
て
創
作
準
備
に
取
り
掛
か
っ
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
作
品
展
に
関
す
る
ご
意
見
、
ご
要
望
等
あ
り
ま
し
た

ら
左
記
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

文
化
厚
生
部
長
　
　
斉
藤
弘
　
３
７
１
５
７
７
０

北
町
内
会
地
震
対
策
隊
は
か
ね
て
よ
り
地
震
対
策
隊
隊
員
に
、
対

策
隊
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
図
案
募
集
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。

五
月
二
十
日
の
会
合
で
、
各
人
が
持
ち
寄

っ
た
マ
ー
ク
を
選
定
し
、

最
終
的
に
北
四
丁
目
三
浦
薫
さ
ん
考
案
の
図
案
を
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

と
し
て
採
用
し
ま
し
た
。

恵
み
野
町
内
会
作

地
震
対
策
隊
シ
ツ
ボ
ル

hkaaaz
タイプライターテキスト

hkaaaz
長方形

hkaaaz
長方形

hkaaaz
ノート注釈
hkaaaz : Marked



北
町
内
会
地
震
対
策
隊

（隊
長
以
下
二
十
九
名
）
が
、
六
月
二

十
五
日
に
現
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
新
し
く
決
ま
っ
た
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
確
認
し
、
各
人
の
名
前

・
血
液
型
を
記

入
し
た
後
、
恵
庭
市
の
備
蓄
資
器
材
確
認
を
主
体
と
し
た
、
現
地

研
修
を
開
始
し
ま
し
た
。

恵
庭
市
基
地
防
災
課
の
協
力
で
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等
を
利
用
し
、

ま
ず
恵
庭
市
中
央
の
備
蓄
倉
庫
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
当
倉
庫

に
お
い
て
、
非
常
用
糧
食

・
水

・
毛
布

・
ス
ト
ー
ブ

。
発
電
機

・

生
活
用
品
等
の
品
目
を
確
認
し
た
後
、
次
の
視
察
場
所
で
あ
る
恵

み
野
小
学
校
体
育
館
に
移
動
し
ま
し
た
。

体
育
館
内
の
備
蓄
庫
は
、
舞
台
の
下
が
備
蓄
庫
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
備
蓄
品
目
は
主
に
非
常
用
糧
食
が
備
蓄
さ
れ
て
お

り
、
以
前
は
市
内
数
力
所
に
備
蓄
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
現
在
は

前
記
の
備
蓄
倉
庫
と
当
小
学
校
の
よ
う
に
小
学
校

。
中
学
校

。
会

館
等
の
災
害
時
の
避
難
場
所
を
利
用
し
て
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
市
の
備
蓄
非
常
糧
食
は
避
難
見
積
り
者
数
に

対
し
て
、　
一
な
い
し
二
食
分
と
の
こ
と
で
す
。

各
家
庭
で
は
非
常
時
に
い
つ
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
、
次
頁

の
持
ち
出
し
袋
の
準
備
を
改
め
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
準
備
が
役
立
つ
事
が
無
い
こ
と
を
祈
り

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

市担当者より説明を受ける隊員
[5]
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会長より出発前の準備と概況説明



非 常 用 持 出 袋

●
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1,800円程度 ナッツ缶・クラッカー・山菜おこわ 。クジラッカー・山菜おこわ 。クジラ缶詰・ふりかけ・水

転倒防止グッズ・軍手・持出袋・ドライバーセット・ラジオ

乾電池・懐中電灯・マスク・雨カッパ・ブリーフ

歯磨き、クシセット・絆創膏、包帯セット・タオル・カットバン

2,000円程度 ろうそく・懐中電灯・水・麦飯・持出袋 。イヤホン・ラジオ
飴 。梅かゆ・サンマ缶・爪切り・電池・マスク・消毒綿
カットバン、包帯セット・タオル、セッケン・歯磨き、クシセッ

防塵マスク・テイッシュ・軍手・使い捨てパンッ・雨カッパ
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平
成
十
九
年
第

一
回
パ
ー
ク
ゴ
ル

平
成
十
九
年
第

一
回
恵
み
野
北
町
内
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
六
月
十

七
日

（日
）
に
中
央
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
天

候
に
も
恵
ま
れ
男
性
二
十
四
名

。
女
性
十
五
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

長
屋
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
プ
レ
ー
が
開
始
さ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
元
気

一
杯
に
快
適
な
汗
を
流
さ
れ
、
無
事
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

大
会
の
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。
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の
木
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さ
ん



世 帯 主 名 赤 ち ゃん 名 生年月日 続 柄 住 所

坂 本  忍 暁

'可

(コ ウガ) H18.9.26 長男 北 2.

岩 澤 雅 人
(母 =花絵)

璃久 (リ ク) H18.11.30
孫
長男

Jヒ 7

募[(ハナブサ) 和雄 大樹 (ダイキ) H19.1.24 次 男 Jヒ 5

鈴 木 篤 洋 洋太 (ハルタ) H19,5.24 三男 Jヒ 7

宗 像  敏
(父 =太刀川健司)

唯斗 (ユイ ト) H19.6.21
孫
長男

Jヒ 7

1 赤ちゃんがIIn生 されたときは、町内会長に連絡しましょう。誕生祝いを用意しております。 |

春の全国交通安全運動期間 (5月 11日 から10日 間)中、恵庭市内でも様々な交
通安全の呼びかけが行われました。期間中の12日 、市民会館で交通事故抑止市民

大会が開かれ、交通事故犠牲者に追悼の黙祷をした後、交通安全表彰式で木戸末

次さん (2丁 目 =―  )へ 永年の防犯・交通事故撲減に協力した功績に対し感謝
状が贈られました。

交通事故は車社会の現在、どう

しても避けられない現実ですが、

運転する人 。自転車に乗る人 。歩

行者の注意により「ゼロ」にもな

ります。北町内会は「交通事故ゼ

ロ」を目指しましょう。

通部長に

表彰を受ける木戸防犯交通部長

おくやルサミ轟げます
理藤

長イ1

着形

満94歳

満83歳

満66歳

5月 4日

5月 10日

5月 15日

占木

久保

浦

満83歳

満90歳

満55歳

ん
　
ん
　
ん

さ

　

さ

　

さ

紋
居
瞳

ん
　
ん
　
ん

さ

　

さ

　

さ

チ

拝

イ
　
一二
　
毅

リヒ4

リヒ1

リヒ4

5月 27日  リヒ4

5月 28日  リヒ3

6月  7日  リヒ4
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